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一律の「事務事業評価」の実施に疑問！
内部管理事務の効率化こそが行政改革課本来の使命です！ 

「事務事業評価」にどれだけのムダな時間と労力を費やすか行政改革は認識しているのか？
　行政改革課は4月20日付で、「事務事業評価の実施」について通知しました。
　この中で、「『新たな行政改革の指針』に基づく『あらゆる行政運営における無駄の排除』等に向けた事業の見直しを推進するため」とし、原則全ての事業に様式1～6までの自主評価を求めています。
類似の調査を行うのが「行政改革」か？
　例えば、予算要求にあたって、どの事業も「必要性」、「有効性」、「効率性」を評価し、その事業の「継続」、「見直し」、「廃止・終了」を判断しているのではないでしょうか？
　また、「特定行政分野評価」や総合計画関係の評価など、類似の事業評価も行われています。
　なぜ、既存の評価結果を活用しないのか？データを共有しないのか？今回の一律の「事務事業評価」こそ、ムダな業務以外の何ものでありません。
　これまで、「事務事業評価」にあたって、現場の職員がどれだけの時間と労力を費やしてきたのか、行政改革課は認識しているのでしょうか？
　こうしたやり方自体が、改革すべきムダな行政手法であることを、行政改革課は自覚すべきです。
「外部評価」はサービスの受け手から公募を
　また、「事務事業評価」にあたっては、自主評価と同時に、「自主評価の対象事業から72事業程度を選定し、公募県民を中心とした『点検チーム』による外部評価を行う。」としています。
　「県民の視点」での評価は必要ですが、問題はその手法です。
　点検チームの構成は不明ですが、もし、対象事業に全く縁のない県民が評価にあたれば、その事業のサービス対象者にとって必要な事業が、廃止や終了と評価されかねません。誰でも、自分に必要の無いものの必要性を高く評価することは難しいことです。
　労働相談事業は、雇用労働者以外にはあまり縁がありません。農業従事者以外には農政行政は、ほとんど関係ないでしょう。
　公募するのであれば、その事業のサービス対象者から募るべきです。
　直接サービスを受ける県民が「必要ない」といえば、本当に必要ない事業ですし、「このように改善してもらいたい」という意見が得られれば、より良い事業に改善することができます。
行政の自己満足からの脱却を！
　今回の「事務事業評価」で、唯一「評価」できるのが、事業の実施による成果を測る指標として、「アウトカム指標（事業の実施により期待される効果）」を導入したことです。
　これまでの「アウトプット指標（「○○を何回実施する」といった事業の実施実績）」では、行政の自己満足に陥りがちですが、アウトカム指標では、県民の満足度に基づく評価をすることができます。
　ただし、アウトカムを把握するためには、事務量が増えるため、人員等、適正な条件整備が必要となりますので、そのフォローを強く求めます。
行政改革課が率先して内部管理事務改革を！
　以前から、「膨大な調査ものを減らすためには、行政改革課の調査を無くすのが一番」と揶揄されているように、県の膨大な内部管理業務の一角を行政改革課が占めています。
　各種事業評価結果のデータ共有など、行政改革課が、自ら率先して内部管理事務を効率化し、全庁の司令塔としての役割を果たすよう強く期待します。
退職された元組合員からメッセージと多額のご寄付をいただきました
自治労かながわ県職労へのメッセージ

この3月に退職しました。退職前の数年間は、名ばかりのナンチャッテ管理職になってしまい、自治労かながわ県職労を離れざるを得ませんでした。

異動があれば、また組合に再加入し、自治労組合員として県庁生活を全うしたかったのですが、結果的にかないませんでした。

自治労かながわ県職労の皆さんには、大変お世話になりました。何より、自治労がなかったら、きっとすさんだ県庁を見ながらの退職となっていたことでしょう。そして職場環境も、もっと大変なことになっていたかもしれません。

私が在籍していた間の自治労かながわ県職労の様々な取り組みに感謝しています。

特に、時間外労働を中心にした労働時間の短縮、メンタルヘルスや歯科検診実施への取組み、パワーハラスメントへの対処、また、昇格では、女性に対する差別や、特定所属出身者の目に余る優遇措置などが明らかになり、完全ではないですが、少しずつ改善されてきました。

女性に対する昇格差別は、自治労かながわ県職労が、毎年対象者の同じ割合しか昇格していないことを具体的な数字を示し、「上限を定めているのではないか」と指摘したことがマスコミにも取り上げられたことから、次の年から、女性職員の昇格率の大幅アップにつながりました。それでもまだ女性差別は続いているところがありますが・・・。

また、機構改革前の人事課や財政課、秘書室の出身者が、管理職の大半を占めるとの指摘も具体的に数字で示され、神奈川県庁の体質というのはそこから来ているのかと、改めて感じ入った次第です。
　なかなか、牙城が崩せないところもありますが、それでも少しずつ改善してきたのは、自治労かながわ県職労が、具体的に問題提起して、真摯に取り組んできた結果だと思います。
　私が県に入ったときの知事、長洲知事が、神奈川県庁の職員は「問題解決能力は高いが、問題提起能力は低い」というようなことを話されていた記憶があります。こうした状況の中で自治労かながわ県職労は、組織として様々な問題提起を行い、また解決への筋道を明らかにしてきました。相手があることですからすべて順調に進んできたわけではありませんが、多くの人たちの知恵と努力を結集し、少しでも良い環境を作ってきたのではないかと思います。
　もちろん、自治労かながわ県職労が全国の自治労の仲間と一緒になって推進してきた福利厚生についても、大変お世話になりました。
　生命共済や火災共済に加入していて、今振り返ってみてもとても良かったと思いました。また、退職後も安心して生活できるのも、長期共済に加入していたおかげだと思います。
　以上のことに感謝申し上げ、ナンチャッテ管理職の間、組合費も払わずに、自治労かながわ県職労が苦労して獲得してきた利益を享受させていただきました。そこで、このナンチャッテ管理職の間の組合費相当分を、感謝の気持ちをこめて寄付させていただきます。よろしくお願いします。
　2012年4月吉日

元自治労かながわ県職労一組合員　

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　こうした評価が、組合の何よりの励みです。

　いただいたご寄付は、職員が生き生きと働きがいの持てる職場作りのために使わせていただきます。

　ありがとうございました。










































セ・パ交流戦スタート！


浜スタで


ベイスターズを


応援しよう！


いよいよ、今年もセ・パ交流戦が5月16日からスタートします！


組合員の方に2席2,000円で提供します。5月10日（木）までにメール等で組合事務所までお申し込みください。


応募者多数の場合は抽選により、当選者へお送りします。


自治労神奈川県職員労働組合事務局


〒231-8588　横浜市中区日本大通１本庁舎地下


電話：045-201-2961


FAX：045-201-3253


Ｅ-mail:kumiai-jku@jku.or.jp


○5月16日（水）18時～　埼玉西武戦


○5月17日（木）18時～　埼玉西武戦


○5月19日（土）14時～　千葉ロッテ戦


○5月20日（日）13時～　千葉ロッテ戦


○5月27日（日）15時～　オリックス戦


○5月28日（月）18時～　オリックス戦


○6月　8日（金）18時～　北海道日本ハム戦


○6月　9日（土）18時～　北海道日本ハム戦


○6月10日（日）18時～　東北楽天戦


○6月11日（月）13時～　東北楽天戦

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































